































































































六年（七五四） 清河の遣唐第一船の遭難が報告されて以降、清河帰国に向けた政策を整理した が表で る。　
表をみると、外交が動くのは天平宝字二年（七五八）の
遣渤海使小野田守の派遣であり、天平宝字八年（七六四）九月の恵美押勝の乱までは渤海経由の情報収集が続く。これらは天平宝字元年に紫微内相とな 翌年八月には大保（右大臣） 、天平宝字四年（七六〇）には大師（太政大臣）となる藤原仲麻呂の主導によると思われる。しかし、仲麻呂失脚後は、来日した新羅使が清河 書を持参するように、






























































































の時もたらされたであろう。そこで、翌 宝字三年、高元度が迎入唐大使使に任命され、田守らに伴われ来日渤海使楊承慶らの帰国とともに派遣される。この遣渤海使小野田守派遣による情報収集 迎入唐大 使高元度 派遣の二段階を第一回清河帰国策 したい。　
高元度の迎入唐大使使以前の経歴は不明である。任務の





































































































































































































船の破損などがあり、翌年に中止されてしまう。このことから、仲麻呂は今回も 経由での情報収集と帰国という一回目と同様 方法を重視しており、渤海への信頼が伺える。新羅征討 準備もあり、武器を積んだ遣唐使船が新羅に漂着するのを恐れて派遣 ためらったとも考えられる。























































































































































































































































































































































































に戒融の帰国を尋ねた も新羅ルートであるため、日本への情報伝達が渤海経由から新羅経由に変更されていることになる。天平宝字六年（七六二）来日の渤海使王新福らにより、安史の乱の影響で唐と渤海 交通が容易 はな










































































海との外交確立の中軸にいた人物であること 前述 とおりである。しかし、仲麻呂が施行した養老令にも渤海と外交を規定する記述はなく、渤海外交の法的根拠はなかったことになる。天平宝字期までの日渤 はほぼ に独占され、そのため仲麻呂政権 外交ルートは渤海ルートであり、高内弓のような留学生の派遣や帰国など仲麻呂が自在に操ることが可能だったのである。　
仲麻呂失脚後、外交政策を担ったのが大宰府で外交実務













ことで、仲麻呂により確立され 渤海外交は 律令国家の外交制度の枠組みを外れ、仲麻呂の政治手腕において実施されたことを指摘した。そして、仲麻呂没後には渤海外交も律令国家の外交認識に基づき制度的に行われたが 朝貢使でない新羅使や渤海使には厳しく対処する外交姿勢は、情報入手の機会を失うこととなり、藤原清河の帰 策の最終的な失敗につながった 考察した。宝亀年間を最後に新羅との国交が断絶することも、同じ要因とみることができるだろう。











一問題」 （ 『日本渤海関係史の研究』吉川弘文館、 二〇〇一年、初出は一九七四年） 、酒寄雅志「八世紀における日本の外交と東アジアの情勢―渤海との関係を中心として―」 （ 『渤海と古代の日本』校倉書房、二〇〇一年、初出は一九七七年） 、河内春人「東アジアにおける安史の乱の影響と新羅征討計画」 （ 『日本歴史 五六一、 一九九五年）などがある。
（
（）		 『続日本紀』天平六年正月己卯（十七日）条、天平十二年十一月甲辰 （二十一日） 条、 天平勝宝元年七月甲午 （二日） 条。
（
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藤原仲麻呂と渤海（浜田）
四七










（１）論文）では、 天平宝字六年「造石山寺所食物用帳」 （ 『大日本古文書』一五）の記述より大山の出発を天平宝字六年四月以降とする。
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（（）		 『続日本紀』天平十二年 七 〇）正月丁巳（三十日）条。
（
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